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白人の植民地主義・人種差別と戦った日本！ 2010/03/08 06:25 

 あの戦争とは何だったのか（続） 
   

 有色人種を奴隷として支配した白人 

 に毅然として唯一戦った国・日本！ 

  
   3月1日のエントリーで2月28日に文京区のシビックセンター小ホールで開催された中條高徳氏と西村慎吾氏による特別講演

会「あの戦争とは何だったのか？」を速報しました。その際に、講演の内容がよかったのでコメント欄で「どなたかテキスト起こしし

てくれませんか？」とお願いしたら、sakuraraボードさんが手を挙げてくれました。 
  
   このほど、その前半部分を送って頂きましたので、中條高徳氏のスピーチの最初の部分を以下でご紹介致します。Sakurara
さん、本当にありがとうございました。彼女のブログはスタートして間もないのにもの凄い充実ぶりで、これという情報がテキスト

起こしを含めて網羅されており、本当に参考になります。 
  
 7日に放映された「たかじんのそこまて言って委員会」。何と英霊来世を取り上げてくれたのは大歓迎でしたが、これへの勝谷誠

彦のコメント「吐き気がする」にはあきれました。これが判らない、共感できないならば、やはり我々とは違う「あちら側」の方なの

でしょうか？。正体見たり！といった印象を受けました。 
  

      
 参加者に気さくに話しかけるような講演を行う中條高徳氏 

 
   【中條高徳氏講演要旨】 

 白人国家500年の侵略を忘れるな 

 
 北軽井沢ってなんか避暑のようなイメージですけど、最後の国土決戦、もう追い詰められて関東地方はあきらめて、山岳地帯で

もぐら作戦をして大本営皇居を信州松代に移しての防衛体制の一環であった。その戦争に参加した一人として、皆さんにまず伝

えたいのは、この戦争というのは何なのか、これ例えば日本でも戦国時代というのは、もっと地球が小さくて、隣りの国の人と戦し

ていた通りですね、 
  
 今日皆さん方に歴史を正しく学ぶということ。しからば昭和16年12月8日に至るまで、この地球上の現象はどうだったか、その

中で日本はどう生きながらえていたのか、この辺を見る必要があるんではないでしょうか。ですからその意味において、これまで

戦った今の先生のご意見のように「まだ戦争は続いている」。というのは占領軍の占領の仕方がよかったからといえるのはこれ

は卑怯です。 
  
 昭和27年4月28日に占領軍は引きあげたわけです。それ以降に主権を回復した日本人の国家運営に大きな過ちがあってね、

ですからまず、1492年という年を覚えてください。1492年、今年2010年ですね、ですからコロンブスがアメリカ新大陸を発見し

た年です。 
  
 そしてその頃、同じ15世紀の末にですね、先進国、今日本で日英といわれるのは、スペイン・ポルトガルです。あれがあなたの

歴史の先生は、大航海時代の到来と教えてくれた。そして、しかも15世紀の末にバスコダガマが喜望峰を発見したんですね。な

ぜそれを申し上げるかというと、それまで世界に住んでいる人たちは地球上のこの陸地の模様も、そして近むく方向も心得ていな

かったんですね。 
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 ですからそれぞれの奪い合いという戦いというものはあったかもわかりませんが、航海術が確立して、そこから歴史が説く植民

地政策が始まったんですね、ですから今日ご縁を頂いた全員が、500年、あなたの命を500年元に戻してください。その頃はス

ペイン・ポルトガルが先進国。そして東ではなくて、アフリカに着いたと想定してください。 
  

 有色人種を奴隷とした植民地主義 

  
 アフリカには肌に色の付いている民族が住んでいました。これを「人間扱い」せずに、しっかり聞いて、「人間扱い」せずに、奴隷

としてですよ、そしてその国々の産品を自分の国に運んでいたのを歴史は植民地政策と呼ぶ。こんなずるい事をほっとおくはず

がないじゃないですか。やがてオランダも独立して参加してくるは、七つの海を制したイギリスも参加してくるは、とどのつまりは、

肌に色の付いていない民族を歴史は白色人種と呼んでいます。 
  
 その白色人種たちが肌に色を持っている民族の住んでいる国々を全部犯してきた歴史なんです。一字一句の間違いありませ

んよ。これを植民地政策と呼ぶんですよ。 
  
 「人間扱い」どころか「奴隷」です。ですからこれを学ぶだけでも、日帝38年という韓国の主張、それは韓国人にとって不名誉な

38年であったかもしれません。しかし、実際は日本人の内地の一人頭のインフラよりも（インフラというのは学校、道路、鉄道、い

ろんな水道）、余計にかけたのです、台湾もそうですよ。 
  
 そんなのを植民地政策とね、向こうの現地の人たちが悔しいから植民地政策と呼ぶのはけしからんとは言いませんけれども、

何か区別をする、要するに利益当事者である日本人はですね、それははっきり区分けする必要があるんじゃないでしょうか。そ

れほど朝鮮の38年も、そして日清戦争の結果、講和会議で手に入った台湾もですね、全く白色人種とは違う500年間のですね

植民地政策とは全く趣を異にしていることも間違いありませんよ。 
  
 さぁそんな時代にですね、我が国はどうであったか？。皆さんいくら歴史学ばなずと言ったって、江戸時代が265年続いていた

んですねぇ。ですから私は今国家は食糧問題ですね、江戸は鎖国して生きてたわけですから、要するに食糧自給率100％という

のは重大な課題です。誇らしい。 
  

 アメリカの建国と領土拡張の歴史 

  
 それを朝廷江戸時代の末の頃、1853年、さっきのコロンブスの発見が1492年ですよ、その発見があったから、だからイギリス

の宗教の不服分子である102名がメイフラワーに乗って、新天地を求めてアメリカに入ったわけですよ。ですからこれだって大切

ですから申し上げますと、現地人を殺して、そして西へ西へ西部劇をご覧になったように、そして西へ西へと行ったらですね。 
  
 今日本人が多く住んでいるカリフォルニアはメキシコの領土、あれを自分の手に入れてですね、ようやく太平洋が見えた。だい

たい新しい国家だけど、考えはデカイ、俺の庭だと思っている。で、どういう設計をしてきたかというと、年次的にみますと1892年

に彼らはハワイを手に入れたんですね、それは彼らのカメハメハ王朝に若干の手落ちはあったと言うものの、彼たちが星条旗の

51番目の星にした事は歴史の真実です。 
  
 同じ年、スペイン・ポルトガルが宗主国でしたから、今あなたがたが旅をしてやまないグアム、112年前はスペインの領地だっ

た。アメリカは同じ1898年に戦って手に入れたのです。その延長線上にフィリピンがあります。日本の若者に今聞いてみますと、

フィリピンは全部アメリカの植民地だと、そうじゃない。スペインの植民地だったものをハワイを手に入れた同じ年にですね、スペ

インと戦って手に入れた。 
  
 そうすると軍事学をやらない皆さんも、太平洋を自分の庭とするためには生け垣、日本列島を手に入れたら太平洋が庭囲いで

きるという事になる。 
                 
△△Mainヘッド△△▽▽エントリ▽▽ 
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 「日露戦争」の意義を学び直せ 

  
 こういうのは日本が平和になってきた。なんであんな難しい、勝ち目の薄い戦をしたんだと質問がよく出ますね、しかも相当の学

者でも出る。今日の質問の第一位もそう。それは質問をしてもいいけど、やっぱり今西村先生がおっしゃるように、国家は因果が

あるんですよ。 
ですから一番端的に皆さんにわかりやすいようにと言ったら、500年間白色人種たちが肌に色を持っている諸国を全部植民地化

して、最終章、最後の戦がですね、1904年、1905年に戦った日露戦争なんです。 
  
 世界の1/6という大地を持っている大国ロシア、当時最も陸軍が強いと言われていたロシア。昭和18年の陸軍士官学校の私

の第一外国語はロシア語です。もう英米と戦っているのに、軍の指揮官の養成学校のロシア語に、いかにこの民族が民族として

生きるために、北からの脅威、、ツンドラのような国ですよロシアって、ですから不凍港を求めては南下政策をとってきた。 
  
 だからアジアにだけ来たものではありませんよ。中東にも行きましたから、例えばトルコは同じポジションにあるでしょ。だから極

東戦争しています。あの栄光の歴史を作ってきたトルコは戦って負けてるんです。なんとなんといいですか、手遅れ日本、1853
年に浦賀沖にペルーがやってきました。あれが日本への植民地化の第一次着手だと思ってください。 
  
 それは我々の先輩はびっくりした。この気づきがよかったから本当に「to rate」遅すぎたかなぁと思うんだけど、我が国はです

ね近代国家、明治国家が成立したんです。その37年目に今申し上げている世界一の強い陸軍、大国ロシアと1904年戦った日

露戦争の世界史的意味を今日ご縁を頂いたあなた方だけではなくて、日本人の老いも若きももう一度学び直してほしい。日露戦

争を。 
  

 甘い夢を描いて国家は維持できない！ 

  
 もっとわかりやすく言ったら、日露戦争っていろんな本が出てますが、中々日本の重要な地位にいる人たちも勝てるはずがない

といっていた。皆さん、国家の現実というのはね、要するに甘い夢を描いてて、国家を維持できるほど柔いものではないのです。

本当に皆さんの想像を超える、荒々しさと品性下劣な部分もあるんですよ。その時に明治の我々の先輩たちがですね気づいた

んです。 
  
 何を私が申し上げたいかと言いますと、我々のアジアはみんな黄色でしょ、黄色の一番のチャンピオンが今担っている中国で

すよ。昔から中華思想という、あれは自分だけを大きな華で立派で、周囲はみんな夷の国だとこういう発想ですから、皆さん方、

万里の長城に行かれたらあれは汚い夷が入ってこないための防衛の長城です。 
  
 南の方は南蛮人と言って馬鹿にしている。日本は東にありますから、東夷といいます。だからその中華の「華」と、東夷の「夷」で

「華夷（かい）思想」とも呼ぶ。それほど馬鹿にしてた黄色いアジアのチャンピオン中国が「清」と言っていた時代ですね。イギリス

とアヘン戦争をやって負けてタジタジとなって、あなたがたの記憶では香港が99年間傀儡だとか、あればかりではありませんよ、

黄色のアジアでは、今のタイと日本しか残っていませんでした。 

 
 この動画は日露戦争に至る状況の描写がかなり詳しく述べられています 

  

3白人の植民地主義・人種差別と戦った日本！：イザ！

http://hanausagi.iza.ne.jp/blog/entry/1492680/



  
 しかしタイも周辺をやられてますから、全く手がつけられていないのは日本しかなかった。これ一字一句間違いはありませんよ。

ここでもし明治ご維新の近代化が失敗したとしたら、それから37年経った1904年、1905年の日露戦争に負けていたら、歴史に

「もし」はありませんが、負けていたら、今日の勉強会もないし、9割9分ロシアの領土になっていた事は間違いないでしょう。それ

が現実なんです。 
  

 人種差別撤廃を主張した日本 

  
 昔の軍人も、今の軍人も、自衛隊は特にそうかもしれませんが、戦いを好みませんよ。どうして軍人が出てきたか皆さんね、み

んなそういう風にして昔は戦ってきた。しかし、どうしても戦争というのは市民を巻き込む、この切なさに気づいて、人類の知恵で

みんな国際法を作って、とりわけ1919年のわが日本は世界第一次大戦に参加しました。 
  
 そしてイギリスなんかは日本に海軍を派遣してくれと要請してきたが、日本はしなかった。だけど勝ち組に回ったが故にですね、

そのパリ講和条約で全権を出して日本は何を主張したか。今申し上げてきた、この一番日本人として危なかった、そして未だに

残っている人種差別、今日もう一度改めて、この世界中の白色人種たちの人種差別の凄さを知って下さい。 
  
 非常に歴史的な事実としては第一次世界大戦の講和会議に日本は最初行きました。何を主張したか、これが悔しかった。人種

差別を提案したんですよ、パリ講和条約で。そしたら11対5という多数決になりながらも、時のアメリカ、ウィルソン大統領は否決

したんです。「ウィルソンよ嘆くなかれ」ですね。だって日本が提案して、堂々と世界に言った人種差別を否定するほどアメリカは

人種差別に悩んでいたんですね。 
  
 そのアメリカが今の大統領、肌の色ある大統領を選ばざるをえないという現実を知ってください。こうした歴史の現実をみんな無

視している。誰だって戦うのはイヤですよ。昭和16年当時、この国は立憲君主国と言ってきたでしょ。立憲ですよ、ですから法治

国家なんです。 
  

 
 この討論番組は昨年の主戦記念日特集として放映されました 

  

 死の一番危険な役割を担う「軍人」 

  
 法治国家は戦争という大事は国会が決めるんです。軍が決めるなんてとんでもない。それは北朝鮮だとか、軍を一手に党が握

ってる中国ではありえてもですよ、法治国家でありうるはずがありません。国会が決めるという事は、国民が決めるという事です。

そしてその行政府で最終決定をしてですね、その一番危険で軍人だって命惜しいんですよ。しかし、だけど愛する人のために、国

民のために、死の一番の危険な役割をする、切ない役割が軍人なの。 
  
 軍人を馬鹿にしてね、軍人を尊敬することなくて、国なんて守れるはずがありません！（拍手） 
  
 私は軍国主義者、右翼と違いますよ。冷静に世界の国々を見て下さいよ。だから勲章、民間にあげるために等級をつけたんじ

ゃありませんよ。軍人だから少将、中将と階級がついているから、勲章にランクをつけたんだ。それでもまだ褒め方が足りないか
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ら、階級に関係ない金鵄勲章という殊勲まで作って、おだておだてって言っちゃちょっと失礼か、褒め称えなければなんで一体、

命を捧げますか？ 
  
 それなのに自衛隊は憲法違反だと言っている社会党の党首（村山富市のこと）を、数が足りないからと言ってですよ、誘い入れ

て総理大臣にして、その時に自衛隊の観閲式の自衛隊の人たちの心にあなたがたはどれだけ心を分けてあげたんですか。そん

な国で平和なんてちゃんちゃらおかしい。 
  
 それほどこの国はただれているんですよ。金さえあればいい。そんな単純なものではありません。私も垣間見てきた。しかしそう

いうことがあるから讃えてくれるから、私もそうですよ、靖国神社の桜の下で逢おうと、そう言って、本当にあなたがた平和の皆さ

んから見れば、なんと単純な兵隊たちよというけど、そんな精神は単純ではない。 
  

  リーダーは人間学を学んだ 

  
 お国のためにという、それはみんな自分の絶対適わないという親の仇にも刃向かうというのが日本の武士道、心が、いやいや

武士とは言わない、日本人の心ですよ。そういう事で一番気づきが良かったというのは学問です。世のリーダーたちは士農工商

で、侍たちは藩で人間学を学んでいたんですよ。素人も勉強していたんです。 
  
 寺小屋では一般庶民が勉強をしていた。だから識字率の調査をしても、なかなか比較表は出てきませんが、おそらく日本は近

代国家づくりの時に一番識字率が世界でも高かったんではないでしょうか。ですから例えば情報という課題を考えてみても、識字

率が高いという事は情報伝達機能が高いという事です。 
  
 そしてその上に、リーダーが人間学を勉強していた。今の進学校は「要領を持って本分とすべし」という教育をしているんです

よ。昔は「お前たちは立派な高校生だから国家のリーダーになる予定だから人間学を」と。人間学ってわかりやすく言ったら、人

間の幅を広げ、奥行きを深くしないとダメだよ、そのために歴史学を勉強しようということです。 
  
 ところが、今現在は大学に歴史の科目が無いからと言ってあれだけの有名高校が歴史科目をカットした現実を皆さん、どう眺め

て、どう読んでこられたでしょうか。この国が一番優れていた筈の教育が今、進学校では人が見ていないところで盗みをしてもい

いという教育をしているんじゃないでしょうか、だから全て「金、かね、カネになる」、このほうも恐ろしいね。 
  

 民族が滅びる三原則 

  
 時間が来たから最後に皆さんに伝えたい。世界の歴史学者がみんなローマ帝国も栄えました、しかし今は廃墟しかありませ

ん。そういうものを全部歴史的に考察してですね、民族の滅びる三原則を教えてますから、折角の機会だから、皆さんに伝えて

終わろうと思います。 
  
一番目、理想（夢）を失った民族は消えていく。 
これは私の所属するところの日米中韓の高校生の意識調査、夢調査をさせて頂いてますが、恐るべき夢の小ささです。 
  
二番目、すべての価値を物にとらえる。心の価値を見失った民族は滅びる。 
まさにこれは言う必要ないでしょう。全て要領を持って本分とすべし、最高学校を出たものたちがやっている。国家利益の代表

者、今の民主党を見ればわかるじゃない。 
  
三番目、自分の国の歴史を忘れた国。 
この三つになんとこの優れものの民族、五百年間かけてきた白色人種たちのあの恐ろしいまでの人種差別・植民地から逃れて、

唯一有色人種で自立できた日本なのに、今ひたすらに国が滅びる、民族が滅びる道を歩んでいるという事こそ問題ではないでし

ょうか。終わり。 
  

・注目！ 韓国籍者の要求を転写した「請願」   博士の独り言 
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・自虐史観を吹き飛ばす映画「凛として愛」の拡散にご協力下さい。 
・DVDはこちらでお求め下さい。 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

 これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 

   ●ニコ動画版 凛として愛 ニコ1/3 2/3 3/3  
   ●you tube版    凛として愛 1 2 3 4 5 6 7  
   ●誇り～伝えよう日本のあゆみ～ 1/3 2/3 3/3 
   ●日本の童謡をいつまでも ふるさとーJAPAN 
   ●NITABOH 仁太坊-津軽三味線始祖外聞 
   ●日本がアジアに残した功績 
   ●真実はどこに・・・ 
  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー   
  

             
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(14) 

コメント(14) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2010/03/08 07:09Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 読売世論調査 

 
参院議席「民主の過半数望まず」５７％ 

 
 読売新聞社が５～７日に実施した全国世論調査（電話方式）で、鳩山内閣の支持率は４

１％となり、前回調査（２月５～６日実施）の４４％から３ポイント下がった。 

 
 不支持率は５０％（前回４７％）に達した。今年夏の参院選の結果、民主党が参院でも過

半数を「獲得する方がよい」と答えた人は３３％にとどまり、「そうは思わない」５７％が多

数を占めた。参院比例選投票先でも、民主は２ポイント減の２５％で、自民２２％（同２

２％）との差はさらに縮まった。 

 
 内閣支持率が下がり続ける背景には、民主党の「政治とカネ」の問題への対応のまずさ

があると見られる。 

 
http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20100308-OYT1T00003.htm?fro
m=top 
 
・まだ41％って信じられませんね？。  
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2010/03/08 07:19Commented by 花うさぎ さん 

・イベントガイド そよ風デモ 第2弾！  
 
「守ろう祖国日本！外国人参政権反対＆夫婦別姓法反対」  

 
期日 平成22年3月21日（日・祝） ※ 雨天決行 

内容 
13時30分 集合  於・代々木公園 けやき並木 原宿口側 
14時00分 デモ行進 出発（代々木公園けやき並木 → 渋谷消防署、宮下公園脇、宇田

川町 等 → 代々木公園けやき通り） 
14時45分 解散予定 
 
※ 日章旗、プラカード等の持ち込み歓迎。 

主催 そよ風  TEL 080-3704-6088 （涼風由喜子） 
協賛 外国人参政権に反対する会・東京  

 

2010/03/08 10:10Commented by 20a5911 さん 

読売の世論調査、内閣支持率が４１％ですか。 
最近の報道各社の世論調査でも支持率は軒並み３割台の後半ぐらいみたいですが、こ

のところの選挙（長崎県知事選、町田市長選、石垣市長選）のブザマな結果を見ると、と

てもそんなに支持率があるとは思えないですね。 

 
ちなみに、どこだか場所は失念しましたが昨日あった市長選でも、民主は得票４位で無残

に負けてしまったようです。  

 

2010/03/08 10:37Commented by 花うさぎ さん 

To 20a5911さん こんにちは。 
 
>最近の報道各社の世論調査でも支持率は軒並み３割台の後半ぐらい 
 
共同通信は36％でした。 
 
>昨日あった市長選でも、民主は得票４位で無残に負けてしまったようです。 
 
標語の洲本市長選ですね。毎日が報じてます。 
当６８６７  竹内 通弘＝無新＜１＞ 
６１７０ 砂尾  治＝無新 
５７５３ 氏田 年行＝無新 
４７７１ 生田 進三＝無新［民］ 
７３１ 浜野  隆＝無新 

 
確かこれで民主党は五連敗だったと思います(^^)。  

 

2010/03/08 13:45Commented by しばりょう さん 

こんにちわ。5連敗 あっぱれ？ 
 
 
東京都議選 島村選 
南城市長選 
町田市 
長崎知事 
洲本市 

 
これから、必死で、国民向け 人参を出してくるでしょうね。 
もう騙されるな。  

 

2010/03/08 13:46Commented by しばりょう さん 

追加 

 
石垣島市長← 日本最西端 あっぱれ！！！。  

 

2010/03/08 14:06Commented by 花うさぎ さん 
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To しばりょうさん こんにちは。 
 
そうか、六連敗の記録更新中でしたね(^^；。   

2010/03/08 17:23

Commented by しばりょう さん 

こんにちわ。 

 
あの戦争について、坂の上の雲に続く 昭和編を、描いてくれる作家がでてく

れば、良いですね。 

 
東京裁判史観を否定し、司馬史観を超える作家の誕生を願っています。  

 

2010/03/08 20:09

Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん こんばんは。 
 
>東京裁判史観を否定し、司馬史観を超える作家の誕生を願っています。 

 
本当ですね。 

 
小説としても面白く、読み込む内に知らず知らず、自虐史観では説明できない真の日本

の歴史が身に付くような、そんな素敵な作品が現れると嬉しいです。 

 

2010/03/08 20:52Commented by しばりょう さん 

To 花うさぎさんこんばんは。 
> 
>>東京裁判史観を否定し、司馬史観を超える作家の誕生を願っています。 
> 
>本当ですね。 
> 
>小説としても面白く、読み込む内に知らず知らず、自虐史観では説明できない真の日本

の歴史が身に付くような、そんな素敵な作品が現れると嬉しいです。 

 
司馬さんが、生きておられたら、昭和の 竜馬を発掘してくださったかもしれません。 
同じ日本人で、昭和だけ、小説にできる人がいないいって、おかしいですね。 
司馬さんが、小説にしなかったら、秋山兄弟も、竜馬も こんなに、注目されなかっだでし

ょうね。 

 
> 

 

2010/03/09 01:21Commented by yosimasa さん 

花うさぎ さん はじめまして。 
ブログはいつも読ませていただいてます。 

 
今日は以下のプロジェクトをお知らせしたくコメントします。 
ブログ◆ ケシクズ ◆の漫画家A/T:富田安紀子さんが、危機拡散プロジェクト漫画「街

宣！街宣！」を完成されました。 
(外国人参政権法案によって日本が危機に瀕していることを広めるため、56Pの力作で

す) 
 
http://blog.livedoor.jp/akito3ta/archives/51808782.html 
 
動画版「街宣！街宣！（修正版）」 

http://www.nicovideo.jp/watch/nm9958982 
 
プロの漫画家さんが本業の合間を縫って書いて下さったものです。 
一度読んでみられてください。 

 

2010/03/09 07:37Commented by 花うさぎ さん 

To しばりょうさん おはようございます。 
 
>司馬さんが、小説にしなかったら、秋山兄弟も、竜馬も こんなに、注目されなかっだで

しょうね。 
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それは確かでしょうね(^^)。  2010/03/09 07:39

Commented by 花うさぎ さん 

To yosimasaさん おはようございます。 
 
>プロの漫画家さんが本業の合間を縫って書いて下さったものです。 

>一度読んでみられてください。 
 
情報感謝、気合いの入った力作ですね。 

 
次のエントリーで画像バナーを貼りました。時間を見つけてエントリーとして取り上げます

(^^)。 

 

2010/03/09 21:55

Commented by iza53yappii さん 

>韓国籍者の要求を転写した「請願」博士の独り言 
＞日常生活においても外国人に対する敵視と排斥が繰り返されている。日本

社会に今なお根強く残っている偏見や、差別を容認する法制度などの不正義

を克服しなければならない。国際社会で承認され広く共有されている人権の理解を基に、

外国人を地域の住民として認める法制度を実現すべきである。  

 
↑日本から出ていけばいいじゃん！？そしたら全部解決じゃん！って思います・・・ 

 
あと日露戦争、日本は運が良かったと習いました。 
あのバルチック艦隊破ったのに失礼だなぁ・・・と思ってましたが、今、尚更思います(._.) 
 
「凛として愛」はとにかく上映してほしいです。 
花うさぎ様がupされているのに申し訳ないんですが「△△Mainヘッド△△▽▽エントリ▽

▽の日露戦争 弐」は正直ゆとり脳の私にはどんな戦略で…とか言われても難しくてよく

わからなかったです。 
でも満州事変だの、盧溝橋事件だのひと固まりに日本の侵略戦争と教えられてリットン調

査団も結局何しに来たんだ？ってな出来事で教わった私でも、「凛として愛」はざっと近代

日本史の復習とリセットができる傑作と思います。 
反日映画が世界でどしどし作られ、上映されているのに…辛いですね、「ザ・コーヴ」アカ

デミー賞まで取っちゃった(>_<)  
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